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訳
者
あ
と
が
き

　

本
書
はJean-Jacques Rousseau, Principes du droit de la guerre. E

crits sur la paix perpétuelle

（dir. Blaise Bachofen 

et Céline Spector, éd. Bruno Bernardi et Gabriella Silvestrini

）, Paris, V
rin, 2008

の
全
訳
で
あ
る
。
原
著
の
タ
イ
ト
ル
は
ル
ソ
ー

の
『
戦
争
法
の
諸
原
理
』
と
『
永
久
平
和
論
抜
粋
・
批
判
』
を
並
べ
て
い
る
が
、
訳
書
の
タ
イ
ト
ル
は
『
ル
ソ
ー
の
戦
争
／
平
和
論
』
と

し
た
。
本
書
の
目
玉
は
、
原
初
の
形
で
復
元
さ
れ
た
ル
ソ
ー
の
『
戦
争
法
の
諸
原
理
』
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
復
元
」
前
の
、
ル
ソ
ー
に

よ
る
加
除
訂
正
が
一
目
瞭
然
と
な
っ
て
い
る
草
稿
に
つ
い
て
は
、
翻
訳
の
し
よ
う
が
な
い
の
で
、
冒
頭
の
校
訂
者
に
よ
る
解
説
部
分
の
み

日
本
語
に
直
し
、
残
り
の
テ
キ
ス
ト
部
分
は
原
書
そ
の
ま
ま
に
本
書
に
収
録
し
た
（
原
書
43
〜
61
頁
、
本
書xii

〜xxxi

頁
）。
ま
た
「
戦
争

に
関
す
る
断
片
」
と
「
付
録
の
断
片
」、「
永
久
平
和
論
に
関
す
る
断
片
」（
原
書
62
〜
67
頁
と
１２７
頁
、
本
書xxxii

〜xxxviii

頁
とxxxix

頁
）も

ル
ソ
ー
に
よ
る
加
除
訂
正
が
そ
の
ま
ま
の
形
と
な
っ
て
お
り
、
訳
出
を
省
略
し
た
。

　

今
か
ら
二
〇
年
前
の
二
〇
〇
〇
年
に
、
原
著
の
テ
キ
ス
ト
校
訂
者
の
ひ
と
り
ブ
リ
ュ
ノ
・
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
研
究
チ

ー
ムGroupe 

J.-J. Rousseau

が
結
成
さ
れ
、
そ
の
共
同
作
業
の
目
覚
ま
し
い
成
果
が
ル
ソ
ー
の
作
品
の
解
説
付
き
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（T
extes et Com

m
entaires

シ
リ
ー
ズ
）
の
出
版
と
い
う
形
で
パ
リ
の
ヴ
ラ
ン
書
店
か
ら
次
々
と
世
に
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
〇
〇

二
年
の
『
エ
コ
ノ
ミ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
論
』、
二
〇
〇
五
年
の
『
山
か
ら
の
手
紙
』
に
つ
づ
き
、
二
〇
〇
八
年
刊
の
本
書
は
三
作
目
で
、

そ
の
あ
と
に
二
〇
一
二
年
の
『
社
会
契
約
論
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
草
稿
』、
二
〇
一
八
年
の
『
コ
ル
シ
カ
論
草
稿
』
が
つ
づ
く
。

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
テ
キ
ス
ト
と
コ
メ
ン
ト
と
い
う
体
裁
を
取
っ
て
い
る
が
、
本
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
ル
ソ
ー
の
『
戦
争
法
の
諸
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原
理
』
と
サ
ン
ピ
エ
ー
ル
師
の
著
作
『
永
久
平
和
論
』（
邦
訳
『
永
久
平
和
論
』
本
田
裕
志
訳
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
三
）
の
ル

ソ
ー
に
よ
る
『
抜
粋
』
と
『
批
判
』
の
三
種
類
の
テ
キ
ス
ト
と
、
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
四
名
の
ル
ソ
ー
研
究
者

―
バ
コ
フ
ェ

ン
、
ゲ
ナ
ー
ル
、
ス
ペ
ク
ト
ー
ル
、
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ

―
に
よ
る
四
本
の
コ
メ
ン
ト
論
文
で
あ
る
。
各
論
文
に
は
代
表
執
筆
者
が
署
名
し

て
い
る
が
、
研
究
チ
ー
ム
の
共
同
討
議
の
成
果
で
あ
る
た
め
、
各
論
文
の
末
尾
に
執
筆
協
力
者
の
氏
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
テ
キ
ス
ト
に

先
立
っ
て
編
者
（
バ
コ
フ
ェ
ン
と
ス
ペ
ク
ト
ー
ル
）
に
よ
る
「
序
文
」
と
校
訂
者
（
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
と
シ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
リ
ー
ニ
）
に
よ
る
「
校

訂
版
（
あ
る
い
は
校
訂
作
業
）
の
紹
介
」
が
掲
載
さ
れ
、
四
本
の
コ
メ
ン
ト
論
文
の
後
に
「
書
誌
」
と
「
人
名
索
引
」
が
続
い
て
い
る
。

　

本
書
で
特
筆
す
べ
き
は
、
ル
ソ
ー
の
幻
の
戦
争
論
が
つ
い
に
「
発
見
」
さ
れ
、
的
確
な
校
訂
作
業
の
結
果
、
通
読
可
能
な
形
で
正
確
に

「
復
元
」
さ
れ
て
、
一
般
読
者
に
も
手
の
届
く
も
の
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、『
戦
争
法
の
諸
原
理
』
の
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
と

シ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
リ
ー
ニ
に
よ
っ
て
復
元
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
最
初
の
公
刊
は
、
二
〇
〇
五
年
に
遡
る
。『
ジ
ャ
ン＝

ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
協

会
年
報
』
の
第
四
六
巻
（A

nnales de la Société J.-J. R
ousseau, t. X

LV
I, 2005

）
で
な
さ
れ
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
専
門
家
向
け
の
研
究

誌
で
あ
り
、
広
範
な
読
者
に
向
け
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
一
国
の
正
当
な
国
制
の
あ
り
方
を
論
じ
た
『
社
会
契
約
論
』
と
は
別
に
、
国

家
間
関
係
を
論
じ
た
著
作
の
執
筆
を
は
た
し
て
ル
ソ
ー
は
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
こ
れ
は
長
ら
く
研
究
者
を
悩
ま
せ
て
き
た
問
題
で
あ

っ
た
が
、『
戦
争
法
の
諸
原
理
』
の
テ
キ
ス
ト
の
復
元
に
よ
っ
て
、『
社
会
契
約
論
』（
副
題
は
「
国
制
法
の
諸
原
理
」）
と
対
を
な
す
、
個
々

の
政
治
体
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
の
戦
争
と
平
和
の
理
論
を
ル
ソ
ー
が
構
想
し
て
い
た
こ
と
が
、
白
日
の
下
に
明
ら
か
と
な
っ
た
。
保
存

さ
れ
て
い
る
草
稿
の
状
態
や
テ
キ
ス
ト
の
「
発
見
」
か
ら
「
復
元
」
に
至
る
複
雑
な
経
緯
と
め
ま
い
の
す
る
よ
う
な
校
訂
作
業
の
実
際
に

つ
い
て
、
ま
た
テ
キ
ス
ト
の
執
筆
年
代
の
推
定
に
つ
い
て
は
、「
校
訂
版
の
紹
介
」
で
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

テ
キ
ス
ト
の
「
発
見
」
に
続
い
て
、
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
の
検
討
が
四
つ
の
コ
メ
ン
ト
論
文
で
、
気
鋭
の
政
治
哲
学
系
ル
ソ
ー
研
究
者

た
ち
の
手
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
の
も
、
本
書
の
大
き
な
魅
力
で
あ
る
。
新
し
い
テ
キ
ス
ト
『
戦
争
法
の
諸
原
理
』
に
照
ら
し
て
、
ル

ソ
ー
の
政
治
思
想
全
体
を
見
直
す
必
要
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
国
家
間
関
係
に
関
す
る
ル
ソ
ー
の
具
体
的
な
議
論
を
吟
味
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す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
ル
ソ
ー
以
前
の
ホ
ッ
ブ
ズ
や
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
や
プ
ッ
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
ら
自
然
法
・
万
民
法

学
者
た
ち
の
思
想
と
突
き
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
万
民
法
（droit des gens

）
と
は
現
代
の
国
際
公
法
（droit international public

）

を
意
味
し
、
ジ
ュ
ス
・
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
た
ち
の
得
意
の
分
野
で
あ
っ
た
。
加
え
て
論
者
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
ル
ソ

ー
と
同
時
代
の
国
際
法
学
者
エ
メ
ー
ル
・
ド
・
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
や
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
戦
争
論
、
あ
る
い
は
永
久
平
和
論
で
は
イ
マ
ヌ

エ
ル
・
カ
ン
ト
と
の
比
較
検
討
も
こ
こ
で
行
っ
て
い
る
。
詳
し
く
は
本
書
の
各
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
い
ず
れ
も
長
文
の
力
作
ぞ
ろ
い

だ
が
、
い
ち
ば
ん
短
い
ゲ
ナ
ー
ル
論
文
が
最
も
明
解
で
ま
と
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

本
書
の
翻
訳
・
刊
行
に
先
立
っ
て
日
本
語
に
訳
さ
れ
た
、
ル
ソ
ー
の
『
戦
争
法
の
諸
原
理
』
を
論
じ
て
い
る
有
益
な
参
考
文
献
を
二
つ

挙
げ
て
お
く
。
ひ
と
つ
は
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
が
二
〇
一
三
年
一
月
に
来
日
し
た
折
り
に
行
っ
た
講
演
を
ま
と
め
た
講
演
集
『
ジ
ャ
ン＝

ジ
ャ

ッ
ク
・
ル
ソ
ー
の
政
治
哲
学

―
一
般
意
志
・
人
民
主
権
・
共
和
国
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
の
第
四
章
「『
戦
争
法
の
諸
原
理
』

と
政
治
体
の
二
重
の
本
性
」
と
、
訳
者
川
出
良
枝
に
よ
る
解
題
（
同
書
一
〇
九
〜
一
三
三
頁
）
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
バ
コ
フ
ェ
ン
来

日
時
の
二
〇
一
六
年
一
月
一
五
日
に
東
京
恵
比
寿
の
日
仏
会
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
講
演
「
ル
ソ
ー
の
政
治
思
想
に
お
け
る
戦
争
論

―

戦
争
す
る
と
は
何
を
す
る
こ
と
か
？
」
の
翻
訳
と
、
訳
者
三
浦
信
孝
に
よ
る
解
題
（
岩
波
書
店
『
思
想
』
二
〇
一
六
年
九
月
号
）
で
あ
る
。

実
は
バ
コ
フ
ェ
ン
は
、
二
〇
一
二
年
に
我
々
が
企
画
し
た
ル
ソ
ー
生
誕
三
〇
〇
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
お
り
、
記
録
論

文
集
『
ル
ソ
ー
と
近
代
』（
風
行
社
、
二
〇
一
三
年
）
に
「
ル
ソ
ー
、
戦
争
に
関
す
る
政
治
的
理
論
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
川
出
良
枝
の

「
ル
ソ
ー
と
「
連
合
」
構
想

―
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
と
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
を
つ
な
ぐ
も
の
」
と
合
わ
せ
、
本
書
の
テ
ー
マ
の
出
発

点
に
な
っ
た
短
い
が
優
れ
た
論
考
と
し
て
挙
げ
て
お
く
。

　

な
お
、『
戦
争
法
の
諸
原
理
』
の
邦
訳
自
体
は
す
で
に
次
の
本
の
中
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。
板
倉
裕
治
訳
『
人
間

不
平
等
起
源
論　

付
「
戦
争
法
原
理
」』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
六
年
六
月
）。

　

本
書
の
翻
訳
・
出
版
の
意
義
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
で
簡
単
に
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
第
一
に
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
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ル
ソ
ー
の
「
新
し
い
」
著
作
が
出
現
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
う
し
た
形
で
日
本
の
読
者
に
提
示
さ
れ
る
の
は
、
ル
ソ
ー
と
一
八
世

紀
研
究
の
日
本
に
お
け
る
来
る
べ
き
展
開
を
考
え
る
時
、
き
わ
め
て
意
義
深
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
第
二
に
、
テ
キ
ス
ト
が
新
し
い
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
テ
キ
ス
ト
発
掘
の
綿
密
な
生
成
論
的
研
究
の
醍
醐
味
を
「
校
訂
版
の
紹
介
」
に
よ
っ
て
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
だ
。
共
同
研
究
の
成
果
だ
け
で
な
く
そ
の
方
法
に
関
し
て
も
、
今
後
の
ル
ソ
ー
研
究
に
ひ
と
つ
の
指
針
を
示
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ

う
。
プ
レ
イ
ア
ッ
ド
版
の
全
五
巻
完
結
（
一
九
九
五
年
）
で
ル
ソ
ー
の
テ
キ
ス
ト
校
訂
の
問
題
は
解
決
済
み
と
考
え
る
の
が
間
違
い
で
あ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、『
ジ
ャ
ン＝

ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
協
会
年
報
』
の
第
五
一
巻
（A

nnales de la 

Société J.-J. R
ousseau, t. LI, 2013

）
に
は
「
今
日
ル
ソ
ー
を
校
訂
す
る
こ
と
」
と
題
さ
れ
た
特
集
が
組
ま
れ
て
お
り
、
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ

は
そ
こ
に
「
ル
ソ
ー
を
読
み
校
訂
す
る
こ
と

―
テ
キ
ス
ト
の
生
成
と
概
念
創
出
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
論
文
を
発
表
し
て
い
る
（
同
誌
二

九
九
―
三
三
一
頁
）。
第
三
に
、
ル
ソ
ー
の
著
作
の
執
筆
年
代
確
定
に
も
本
書
は
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
。『
戦
争
法
の
諸
原
理
』
を
構
成

す
る
断
片
は
サ
ン
ピ
エ
ー
ル
師
関
連
の
著
作
に
付
随
す
る
も
の
で
は
な
く
、
実
は
後
者
に
先
立
っ
て
執
筆
さ
れ
た
の
で
あ
り
（
本
書
で
は

一
七
五
五
年
夏
か
ら
一
七
五
六
年
春
の
間
、
す
な
わ
ち
『
社
会
契
約
論
』
の
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
草
稿
」
執
筆
と
同
時
期
と
推
定
）、
サ
ン
ピ
エ
ー
ル
師

関
連
著
作
は
『
戦
争
法
の
諸
原
理
』
を
参
照
し
な
が
ら
一
七
五
六
年
春
か
ら
夏
の
初
め
の
間
に
執
筆
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
意
義

は
小
さ
く
な
い
。

　

第
四
に
、
四
本
の
コ
メ
ン
ト
論
文
に
よ
っ
て
、
ル
ソ
ー
の
政
治
学
（
国
制
法
と
国
家
間
の
法
、
内
政
と
外
政
）
が
い
か
に
し
て
ル
ソ
ー
の

哲
学
的
人
間
学
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
が
、
自
然
状
態
と
社
会
状
態
、
自
己
愛
と
利
己
愛
＝
自
尊
心
、
理
性
と
情
念
、
徳
と

利
益
、
個
人
と
国
家
、
人
間
と
市
民
と
い
っ
た
対
概
念
と
の
相
関
に
よ
っ
て
分
析
さ
れ
て
お
り
、
ル
ソ
ー
に
お
け
る
政
治
哲
学
と
人
間
学

と
の
架
橋
が
試
み
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ば
「
政
治
体
の
人
間
学
＝
人
類
学
」（
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
）
と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の

が
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
ル
ソ
ー
の
政
治
哲
学
研
究
の
新
側
面
を
開
拓
す
る
斬
新
な
試
み
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
単
に
ル
ソ
ー
研
究
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
広
く
日
本
に
お
け
る
政
治
哲
学
・
思
想
史
研
究
者
た
ち
に
も
訴
え
る
も
の
が
あ
る
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の
で
は
な
い
か
。
最
後
に
、
今
日
の
国
際
情
勢
へ
の
関
心
か
ら
本
書
を
読
む
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
戦
争
状
態
は
政
治
体
の
本
性
に
由

来
す
る
必
然
的
な
国
家
間
関
係
で
あ
っ
て
、
一
国
の
政
体
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
（
た
と
え
民
主
的
な
共
和
国
で
あ
っ
て
も
）
戦
争

は
避
け
が
た
く
、
平
和
も
戦
争
の
一
時
的
休
止
状
態
に
他
な
ら
な
い
と
す
る
ル
ソ
ー
の
冷
徹
な
、
ペ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
さ
え
見
え
る
思

想
は
、
核
軍
縮
が
一
向
に
進
ま
ず
、
い
よ
い
よ
き
な
臭
く
な
り
つ
つ
あ
る
現
下
の
世
界
の
趨
勢
を
理
解
す
る
一
助
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
日

本
も
ロ
シ
ア
や
韓
国
や
中
国
な
ど
隣
国
と
領
土
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
政
治
体
に
関
す
る
ル
ソ
ー
の
考
察
は
問
題
解
決
の
参
考
と
な
る

だ
ろ
う
か
。

　

本
書
の
翻
訳
分
担
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
冒
頭
の
「
序
文
」、
テ
キ
ス
ト
の
う
ち
『
永
久
平
和
論
』
の
『
抜
粋
』
と
『
批
判
』、
そ

れ
に
ス
ペ
ク
ト
ー
ル
と
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
の
コ
メ
ン
ト
論
文
（
そ
れ
ぞ
れ
、「『
永
久
平
和
論
』
　

―
　

サ
ン
ピ
エ
ー
ル
か
ら
ル
ソ
ー
へ
」
と
「
ル
ソ

ー
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
　

―
　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
民
社
会
の
観
念
に
つ
い
て
」）
は
三
浦
信
孝
、「
校
訂
版
の
紹
介
」、
テ
キ
ス
ト
の
う
ち
『
戦
争
法
の
諸

原
理
』、
そ
れ
に
バ
コ
フ
ェ
ン
と
ゲ
ナ
ー
ル
の
コ
メ
ン
ト
論
文
（
そ
れ
ぞ
れ
、「
戦
争
の
諸
レ
ゾ
ン

･
レ

理
由
、
戦
争
に
お
け
る
理レ
ゾ
ン

･
ラ

性
　

―
　

『
戦
争
法
の
諸
原

理
』
の
ひ
と
つ
の
読
解
」
と
「

国
ピ
ュ
イ
サ
ン
ス

と
自
己
愛
　

―
　

ル
ソ
ー
の
思
想
に
お
け
る
戦
争
の
理
論
」）
は
永
見
文
雄
。

　

重
要
な
用
語
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
訳
語
を
統
一
し
た
。
ル
ソ
ー
の
著
作
構
想Institutions politiques

は
『
国
家
学
概
論
』
ま

た
は
『
政
治
学
概
論
』、D

iscours sur lʼéconom
ie politique

は
（
中
川
久
定
は
『
国
家
体
制
論
』、
戸
部
松
実
は
『
国
家
運
営
論
』
と
し
て

い
る
が
、
本
書
で
は
）『
エ
コ
ノ
ミ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
論
（
国
家
運
営
論
）』、société 

civile

は
、
国
家
か
ら
独
立
し
た
一
九
世
紀
以
降

のsociété

の
観
念
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
場
合
は
「
市
民
社
会
」、
そ
れ
以
外
は
「
政
治
社
会
」、état 

civil

は

「
自
然
状
態
」
に
対
す
る
「
社
会
状
態
」、religion civile

は
「
国
家
宗
教
」
ま
た
は
「
公
民
宗
教
」、société pré-étatique 

（
ま
た
は

pré-politique

）
は
「
前
国
家
的
社
会
」（「
純
粋
な
自
然
状
態
」
と
は
区
別
さ
れ
る
、
国
家
設
立
以
前
の
自
然
状
態
。société 

sans 
état

の
こ

と
）、puissance

は
（
川
出
は
「
国
／
力
」
を
提
案
し
、
中
山
元
は
「
主
権
国
家
」
と
訳
し
て
い
る
が
）、
本
書
で
は
文
脈
に
応
じ
て
「
国
」、

「
国
家
」、「
強
国
」、
複
数
形
の
時
は
「
列
強
」
と
し
、
ル
ビ
を
振
っ
た
。fédération
は
「
連
邦
」、confédération

は
「
国
家
連
合
」
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（
た
だ
し
一
八
世
紀
に
は
区
別
な
く
使
わ
れ
た
）、peuple

は
「
人
民
」
あ
る
い
は
「
国
民
」、
場
合
に
よ
っ
て
は
「
民
族
」、nation

は

「
国
民
」
あ
る
い
は
「
国
家
」、souverain

は
「
主
権
者
」
あ
る
い
は
「
君
主
」
と
文
脈
に
よ
っ
て
訳
し
分
け
た
。
形
容
詞m

oral

は
、

明
ら
か
に
「
道
徳
的
」
と
訳
す
べ
き
場
合
以
外
、
文
脈
に
応
じ
て
「
社
会
慣
習
的
」、「
社
会
的
」、「
人
為
的
」
な
ど
と
訳
し
た
が
、per-

sonne m
orale

は
「
社
会
的
〔
人
為
的
〕
人
格
」
の
ほ
か
に
「
法
人
格
」
と
訳
し
た
箇
所
も
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
注
意
す
べ
き
訳
語
に
つ

い
て
は
カ
タ
カ
ナ
で
ル
ビ
を
振
っ
た
り
、
訳
語
の
後
に
括
弧
し
て
原
語
を
補
っ
た
り
し
て
あ
る
。
そ
の
ほ
か
の
訳
出
方
法
に
つ
い
て
は

「
凡
例
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

な
お
、
特
に
ス
ペ
ク
ト
ー
ル
の
論
文
に
お
い
て
、
原
註
の
一
部
を
訳
者
の
判
断
で
訳
さ
な
か
っ
た
り
要
約
し
た
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
お

断
り
し
て
お
く
。

　

本
書
は
ル
ソ
ー
の
『
戦
争
法
の
諸
原
理
』
の
本
邦
初
訳
を
目
指
し
た
が
、
前
述
の
坂
倉
氏
の
翻
訳
に
先
を
越
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
本
書

の
刊
行
の
計
画
は
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
来
日
講
演
集
出
版
の
一
年
後
の
二
〇
一
五
年
四
月
に
遡
る
。
当
初
は
二
〇
一
六
年
三
月
末
に
は
完
成
原

稿
提
出
の
つ
も
り
が
実
現
せ
ず
、
次
い
で
二
〇
一
七
年
七
月
の
刊
行
を
目
指
し
た
が
、
諸
般
の
事
情
か
ら
そ
の
後
も
先
延
ば
し
を
繰
り
返

し
、
そ
の
間
、
勁
草
書
房
並
び
に
同
社
編
集
部
の
関
戸
詳
子
さ
ん
と
出
版
を
待
っ
て
お
ら
れ
た
読
者
の
皆
様
に
は
多
大
の
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
訳
者
た
ち
の
怠
慢
に
よ
る
も
の
で
、
心
か
ら
お
詫
び
し
た
い
。
何
と
か
刊
行
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た

の
も
、
ま
っ
た
く
も
っ
て
関
戸
さ
ん
の
粘
り
強
い
ご
努
力
の
賜
物
で
あ
る
。
末
筆
な
が
ら
深
甚
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

　

二
〇
二
〇
年
六
月

永
見
文
雄
、
三
浦
信
孝




